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(57)【要約】
【課題】光回折不良の発生を低減することの可能な有機
電界発光パネル、およびそれを備えた電子機器を提供す
る。
【解決手段】本開示の一実施の形態の有機電界発光パネ
ルは、基板上にマトリクス状に配置された複数のカラー
画素を備えている。各カラー画素は、発光色の互いに異
なる複数の副画素と、可視光透過領域を含む複数の非発
光画素とを含んでいる。複数のカラー画素の第１の配列
方向において、カラー画素単位で１または複数の副画素
と１または複数の非発光画素とが交互に配置されている
。複数のカラー画素の第２の配列方向において、２つの
カラー画素単位で１または複数の副画素と１または複数
の非発光画素とが交互に配置されている。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板上にマトリクス状に配置された複数のカラー画素を備え、
　各前記カラー画素は、発光色の互いに異なる複数の副画素と、可視光透過領域を含む複
数の非発光画素とを含み、
　複数の前記カラー画素の第１の配列方向において、前記カラー画素単位で１または複数
の前記副画素と１または複数の前記非発光画素とが交互に配置され、
　複数の前記カラー画素の第２の配列方向において、２つの前記カラー画素単位で１また
は複数の前記副画素と１または複数の前記非発光画素とが交互に配置されている
　有機電界発光パネル。
【請求項２】
　各前記副画素は、有機発光層を有し、
　前記第１の配列方向において前記副画素に隣接する前記非発光画素は、当該非発光画素
に隣接する前記副画素と前記有機発光層を共有している
　請求項１に記載の有機電界発光パネル。
【請求項３】
　前記第１の配列方向において互いに隣接する２つの前記カラー画素において、一方の前
記カラー画素に含まれる第１の非発光画素と、他方の前記カラー画素に含まれる第２の非
発光画素とが互いに隣接している
　請求項２に記載の有機電界発光パネル。
【請求項４】
　前記第１の非発光画素は、当該第１の非発光画素に隣接する前記副画素と前記有機発光
層を共有しており、
　前記第２の非発光画素は、当該第２の非発光画素に隣接する前記副画素と前記有機発光
層を共有している
　請求項３に記載の有機電界発光パネル。
【請求項５】
　各前記副画素は、有機発光層を有し、
　前記第２の配列方向において前記副画素に隣接する前記非発光画素は、当該非発光画素
に隣接する前記副画素と前記有機発光層を共有している
　請求項１に記載の有機電界発光パネル。
【請求項６】
　前記第２の配列方向において前記副画素に隣接する前記非発光画素は、当該非発光画素
に隣接する前記副画素と前記有機発光層を共有している
　請求項２から請求項４のいずれか一項に記載の有機電界発光パネル。
【請求項７】
　前記有機発光層は、塗布膜によって構成されている
　請求項２から請求項６のいずれか一項に記載の有機電界発光パネル。
【請求項８】
　複数の前記副画素を、前記第１の配列方向において区画する複数の第１壁部を更に備え
た
　請求項２から請求項７のいずれか一項に記載の有機電界発光パネル。
【請求項９】
　互いに隣り合う２つの前記第１壁部に挟まれた領域において、互いに隣り合う２つの前
記副画素同士を区画し、前記第１壁部の高さよりも低い第２壁部を更に備え、
　前記有機発光層は、前記第２壁部をまたいで、互いに隣り合う２つの前記副画素の一方
から他方に渡って設けられるとともに、前記第２壁部をまたいで、互いに隣り合う前記副
画素および前記非発光画素の一方から他方に渡って設けられている
　請求項８に記載の有機電界発光パネル。
【請求項１０】
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　前記基板は、可視光透過性の基板である
　請求項１から請求項９のいずれか一項に記載の有機電界発光パネル。
【請求項１１】
　有機電界発光パネルと、前記有機電界発光パネルを駆動する駆動回路とを備え、
　前記有機電界発光パネルは、基板上にマトリクス状に配置された複数のカラー画素を有
し、
　各前記カラー画素は、発光色の互いに異なる複数の副画素と、可視光透過領域を含む複
数の非発光画素とを含み、
　複数の前記カラー画素の第１の配列方向において、前記カラー画素単位で１または複数
の前記副画素と１または複数の前記非発光画素とが交互に配置され、
　複数の前記カラー画素の第２の配列方向において、２つの前記カラー画素単位で１また
は複数の前記副画素と１または複数の前記非発光画素とが交互に配置されている
　電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、有機電界発光パネルおよび電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機電界発光素子を用いた有機電界発光装置（有機電界発光ディスプレイ）として、種
々のものが提案されている（例えば、特許文献１，２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－４９０２８号公報
【特許文献２】特開２０１１－６０５９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、有機電界発光装置において、表示領域に、ディスプレイの背後から入射する
光が透過する光透過領域が設けられている場合に、高精細化に伴い光回折不良が発生しや
すくなっている。そのため、光回折不良の発生を低減することの可能な有機電界発光パネ
ル、およびそれを備えた電子機器を提供することが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示の一実施の形態の有機電界発光パネルは、基板上にマトリクス状に配置された複
数のカラー画素を備えている。各カラー画素は、発光色の互いに異なる複数の副画素と、
可視光透過領域を含む複数の非発光画素とを含んでいる。複数のカラー画素の第１の配列
方向において、カラー画素単位で１または複数の副画素と１または複数の非発光画素とが
交互に配置されている。複数のカラー画素の第２の配列方向において、２つのカラー画素
単位で１または複数の副画素と１または複数の非発光画素とが交互に配置されている。
【０００６】
　本開示の一実施の形態の電子機器は、上記の有機電界発光パネルと、上記の有機電界発
光パネルを駆動する駆動回路とを備えている。
【０００７】
　本開示の一実施の形態の有機電界発光パネルおよび電子機器では、第１の配列方向にお
いて、カラー画素単位で１または複数の副画素と１または複数の非発光画素とが交互に配
置されており、第２の配列方向において、２つのカラー画素単位で１または複数の副画素
と１または複数の非発光画素とが交互に配置されている。つまり、第１の配列方向および
第２の配列方向の双方において、１または複数の副画素と１または複数の非発光画素とが
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交互に配置されている。これにより、第１の配列方向および第２の配列方向の双方におい
て、十分な幅の光透過領域を設けることができる。
【発明の効果】
【０００８】
　本開示の一実施の形態の有機電界発光パネルおよび電子機器によれば、第１の配列方向
および第２の配列方向の双方において、十分な幅の光透過領域を設けることができるよう
にしたので、光回折不良の発生を低減することができる。なお、本開示の効果は、ここに
記載された効果に必ずしも限定されず、本明細書中に記載されたいずれの効果であっても
よい。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本開示の一実施の形態に係る有機電界発光装置の概略構成例を表す図である。
【図２】図１の各画素に含まれる副画素の回路構成例を表す図である。
【図３】図１の有機電界発光パネルの概略構成例を表す図である。
【図４】図３の有機電界発光パネルのＡ－Ａ線での断面構成例を表す図である。
【図５】図３の有機電界発光パネルのＢ－Ｂ線での断面構成例を表す図である。
【図６】図１の有機電界発光パネルの概略構成の一変形例を表す図である。
【図７】図１の有機電界発光パネルの概略構成の一変形例を表す図である。
【図８】図７の有機電界発光パネルのＡ－Ａ線での断面構成例を表す図である。
【図９】図８の有機電界発光パネルの製造過程の一例を表す図である。
【図１０】図１の有機電界発光パネルの概略構成の一変形例を表す図である。
【図１１】図１０の有機電界発光パネルのＡ－Ａ線での断面構成例を表す図である。
【図１２】図１１の有機電界発光パネルの製造過程の一例を表す図である。
【図１３】図１の有機電界発光パネルの概略構成の一変形例を表す図である。
【図１４】図１の有機電界発光パネルの概略構成の一変形例を表す図である。
【図１５】図１の有機電界発光パネルの概略構成の一変形例を表す図である。
【図１６】図１の有機電界発光パネルの概略構成の一変形例を表す図である。
【図１７】図１２～図１５の有機電界発光パネルにおける副画素の概略構成の一例を表す
図である。
【図１８】図３の有機電界発光パネルの概略構成の一変形例を表す図である。
【図１９】図１３の有機電界発光パネルの概略構成の一変形例を表す図である。
【図２０】本開示の有機電界発光装置を備えた電子機器の外観の一例を斜視的に表す図で
ある。
【図２１】本開示の有機電界発光素子を備えた照明装置の外観の一例を斜視的に表す図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本開示を実施するための形態について、図面を参照して詳細に説明する。以下に
説明する実施の形態は、いずれも本開示の好ましい一具体例を示すものである。したがっ
て、以下の実施の形態で示される数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置位置及び
接続形態などは、一例であって本開示を限定する主旨ではない。よって、以下の実施の形
態における構成要素のうち、本開示の最上位概念を示す独立請求項に記載されていない構
成要素については、任意の構成要素として説明される。なお、各図は、模式図であり、必
ずしも厳密に図示されたものではない。また、各図において、実質的に同一の構成に対し
ては同一の符号を付しており、重複する説明は省略又は簡略化する。
【００１１】
＜１．実施の形態＞
[構成]
　図１は、本開示の一実施の形態に係る有機電界発光装置１の概略構成例を表したもので
ある。図２は、有機電界発光装置１に設けられた各画素１１に含まれる副画素１２の回路
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構成の一例を表したものである。有機電界発光装置１は、例えば、有機電界発光パネル１
０、コントローラ２０およびドライバ３０を備えている。ドライバ３０は、例えば、有機
電界発光パネル１０の外縁部分に実装されている。有機電界発光パネル１０は、行列状に
配置された複数の画素１１を有している。コントローラ２０およびドライバ３０は、外部
から入力された映像信号Ｄｉｎおよび同期信号Ｔｉｎに基づいて、有機電界発光パネル１
０（複数の画素１１）を駆動する。
【００１２】
（有機電界発光パネル１０）
　有機電界発光パネル１０は、コントローラ２０およびドライバ３０によって各画素１１
がアクティブマトリクス駆動されることにより、外部から入力された映像信号Ｄｉｎおよ
び同期信号Ｔｉｎに基づく画像を表示する。有機電界発光パネル１０は、行方向に延在す
る複数の走査線ＷＳＬと、列方向に延在する複数の信号線ＤＴＬおよび複数の電源線ＤＳ
Ｌと、行列状に配置された複数の画素１１とを有している。
【００１３】
　走査線ＷＳＬは、各画素１１の選択に用いられるものであり、各画素１１を所定の単位
（例えば画素行）ごとに選択する選択パルスを各画素１１に供給するものである。信号線
ＤＴＬは、映像信号Ｄｉｎに応じた信号電圧Ｖｓｉｇの、各画素１１への供給に用いられ
るものであり、信号電圧Ｖｓｉｇを含むデータパルスを各画素１１に供給するものである
。電源線ＤＳＬは、各画素１１に電力を供給するものである。
【００１４】
　各画素１１は、例えば、赤色光を発する副画素１２、緑色光を発する副画素１２、およ
び青色光を発する副画素１２を含んで構成されている。つまり、複数の副画素１２は、所
定の数ごとにカラー画素（画素１１）としてグループ分けされている。なお、各画素１１
は、例えば、さらに、他の色（例えば、白色や、黄色など）を発する副画素１２を含んで
構成されていてもよい。また、各画素１１は、さらに、後述する複数の非発光画素１５を
含んでいる。各画素１１において、複数の副画素１２は、例えば、所定の方向（例えば行
方向）に一列に並んで配置されている。
【００１５】
　各信号線ＤＴＬは、後述の水平セレクタ３１の出力端に接続されている。各画素列には
、例えば、複数の信号線ＤＴＬが１本ずつ、割り当てられている。各走査線ＷＳＬは、後
述のライトスキャナ３２の出力端に接続されている。各画素行には、例えば、複数の走査
線ＷＳＬが１本ずつ、割り当てられている。各電源線ＤＳＬは、電源の出力端に接続され
ている。各画素行には、例えば、複数の電源線ＤＳＬが１本ずつ、割り当てられている。
【００１６】
　各副画素１２は、画素回路１２－１と、有機電界発光素子１２－２とを有している。有
機電界発光素子１２－２の構成については、後に詳述する。
【００１７】
　画素回路１２－１は、有機電界発光素子１２－２の発光・消光を制御する。画素回路１
２－１は、後述の書込走査によって各副画素１２に書き込んだ電圧を保持する機能を有し
ている。画素回路１２－１は、例えば、駆動トランジスタＴｒ１、書込トランジスタＴｒ
２および保持容量Ｃｓを含んで構成されている。
【００１８】
　書込トランジスタＴｒ２は、駆動トランジスタＴｒ１のゲートに対する、映像信号Ｄｉ
ｎに対応した信号電圧Ｖｓｉｇの印加を制御する。具体的には、書込トランジスタＴｒ２
は、信号線ＤＴＬの電圧をサンプリングするとともに、サンプリングにより得られた電圧
を駆動トランジスタＴｒ１のゲートに書き込む。駆動トランジスタＴｒ１は、有機電界発
光素子１２－２に直列に接続されている。駆動トランジスタＴｒ１は、有機電界発光素子
１２－２を駆動する。駆動トランジスタＴｒ１は、書込トランジスタＴｒ２によってサン
プリングされた電圧の大きさに応じて有機電界発光素子１２－２に流れる電流を制御する
。保持容量Ｃｓは、駆動トランジスタＴｒ１のゲート－ソース間に所定の電圧を保持する
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ものである。保持容量Ｃｓは、所定の期間中に駆動トランジスタＴｒ１のゲート－ソース
間電圧Ｖｇｓを一定に保持する役割を有する。なお、画素回路１２－１は、上述の２Ｔｒ
１Ｃの回路に対して各種容量やトランジスタを付加した回路構成となっていてもよいし、
上述の２Ｔｒ１Ｃの回路構成とは異なる回路構成となっていてもよい。
【００１９】
　各信号線ＤＴＬは、後述の水平セレクタ３１の出力端と、書込トランジスタＴｒ２のソ
ースまたはドレインとに接続されている。各走査線ＷＳＬは、後述のライトスキャナ３２
の出力端と、書込トランジスタＴｒ２のゲートとに接続されている。各電源線ＤＳＬは、
電源回路と、駆動トランジスタＴｒ１のソースまたはドレインに接続されている。
【００２０】
　書込トランジスタＴｒ２のゲートは、走査線ＷＳＬに接続されている。書込トランジス
タＴｒ２のソースまたはドレインが信号線ＤＴＬに接続されている。書込トランジスタＴ
ｒ２のソースおよびドレインのうち信号線ＤＴＬに未接続の端子が駆動トランジスタＴｒ
１のゲートに接続されている。駆動トランジスタＴｒ１のソースまたはドレインが電源線
ＤＳＬに接続されている。駆動トランジスタＴｒ１のソースおよびドレインのうち電源線
ＤＳＬに未接続の端子が有機電界発光素子２１－２の陽極２１に接続されている。保持容
量Ｃｓの一端が駆動トランジスタＴｒ１のゲートに接続されている。保持容量Ｃｓの他端
が駆動トランジスタＴｒ１のソースおよびドレインのうち有機電界発光素子２１－２側の
端子に接続されている。
【００２１】
（ドライバ３０）
　ドライバ３０は、例えば、水平セレクタ３１およびライトスキャナ３２を有している。
水平セレクタ３１は、例えば、制御信号の入力に応じて（同期して）、コントローラ２０
から入力されたアナログの信号電圧Ｖｓｉｇを、各信号線ＤＴＬに印加する。ライトスキ
ャナ３２は、複数の副画素１２を所定の単位ごとに走査する。
【００２２】
（コントローラ２０）
　次に、コントローラ２０について説明する。コントローラ２０は、例えば、外部から入
力されたデジタルの映像信号Ｄｉｎに対して所定の補正を行い、それにより得られた映像
信号に基づいて、信号電圧Ｖｓｉｇを生成する。コントローラ２０は、例えば、生成した
信号電圧Ｖｓｉｇを水平セレクタ３１に出力する。コントローラ２０は、例えば、外部か
ら入力された同期信号Ｔｉｎに応じて（同期して）、ドライバ３０内の各回路に対して制
御信号を出力する。
【００２３】
　次に、図３～図５を参照して、有機電界発光素子１２－２および非発光画素１５につい
て説明する。図３は、有機電界発光パネル１０の概略構成例を表したものである。図４は
、図３の有機電界発光パネル１０のＡ－Ａ線での断面構成例（つまり画素１１の行方向の
断面構成例）を表したものである。図５は、図３の有機電界発光パネル１０のＢ－Ｂ線で
の断面構成例（つまり画素１１の列方向の断面構成例）を表したものである。
【００２４】
　図３において、ドット模様となっている箇所には、後述する発光層２４が設けられてい
る。また、「Ｒ」と記載されている箇所には、赤色光を発する副画素１２（１２Ｒ）が設
けられており、「Ｇ」と記載されている箇所には、緑色光を発する副画素１２（１２Ｇ）
が設けられており、「Ｂ」と記載されている箇所には、青色光を発する副画素１２（１２
Ｂ）が設けられている。また、何も記載されていない箇所には、非発光画素１５が設けら
れている。また、図３には、画素１１が、３つの副画素１２（１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂ）
と、４つの非発光画素１５とによって構成されている場合が例示されている。
【００２５】
　有機電界発光パネル１０は、行列状に配置された複数の画素１１を有している。各画素
１１は、例えば、上述したように、赤色光を発する副画素１２（１２Ｒ）、緑色光を発す
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る副画素１２（１２Ｇ）、および青色光を発する副画素１２（１２Ｂ）を含んで構成され
ている。有機電界発光パネル１０は、さらに、可視光を透過する光透過領域２４Ｂを含む
複数の非発光画素１５を有している。
【００２６】
　副画素１２Ｒは、赤色の光を発する有機電界発光素子１２－２（１２ｒ）を含んで構成
されている。副画素１２Ｇは、緑色の光を発する有機電界発光素子１２－２（１２ｇ）を
含んで構成されている。副画素１２Ｂは、青色の光を発する有機電界発光素子１２－２（
１２ｂ）を含んで構成されている。副画素１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂは、例えば、ストライ
プ配列となっている。各画素１１において、例えば、副画素１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂが、
行方向に並んで配置されている。さらに、例えば、同一色の光を発する複数の副画素１２
が、列方向に並んで配置されている。
【００２７】
　非発光画素１５は、有機電界発光パネル１０の背面（具体的には基板１６）から入射し
てきた可視領域の光が有機電界発光パネル１０の前面まで透過する領域を有する画素であ
る。複数の画素１１の第１の配列方向（行方向）において、画素１１単位で１または複数
の副画素１２と１または複数の非発光画素１５とが交互に配置されている。図３には、行
方向において、画素１１単位で３つの副画素１２（１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂ）と１つの非
発光画素１５とが交互に配置されている。さらに、複数の画素１１の第２の配列方向（列
方向）において、２つの画素１１単位で１または複数の副画素１２と１または複数の非発
光画素１５とが交互に配置されている。図３には、列方向において、２つの画素１１単位
で２つの副画素１２（２つの副画素１２Ｒ、２つの副画素１２Ｇまたは２つの副画素１２
Ｂ）と２つの非発光画素１５とが交互に配置されている。
【００２８】
　有機電界発光パネル１０は、基板１６を有している。基板１６は、例えば、各有機電界
発光素子１２－２、絶縁層１４、後述の各列規制部１３Ｃおよび後述の各行規制部１４Ｄ
などを支持する基材と、基材上に設けられた配線層とによって構成されている。基板１６
内の基材は、可視光透過性を有する基板によって構成されている。基板１６内の基材は、
例えば、無アルカリガラス、ソーダガラス、無蛍光ガラス、燐酸系ガラス、硼酸系ガラス
または石英などによって形成されている。基板１６内の基材は、例えば、アクリル系樹脂
、スチレン系樹脂、ポリカーボネート系樹脂、エポキシ系樹脂、ポリエチレン、ポリエス
テル、シリコーン系樹脂、またはアルミナなどによって形成されていてもよい。基板１６
内の配線層には、例えば、各画素１１の画素回路１２－１が形成されている。なお、基板
１６において、少なくとも、後述の光透過領域２４Ｂと対向する箇所は、光透過性を有し
ている。
【００２９】
　有機電界発光パネル１０は、さらに、基板１６上に絶縁層１４を有している。絶縁層１
４は、各副画素１２を区画するためのものである。絶縁層１４の厚さの上限は、膜厚ばら
つき、ボトム線幅の制御の観点から製造上形状制御の可能な範囲内となっていることが好
ましく、１０μｍ以下となっていることが好ましい。また、絶縁層１４の厚さの上限は、
露光工程での露光時間増大によるタクト増加を抑え、量産工程での生産性低下を抑えるこ
との可能な範囲内となっていることがより好ましく、７μｍ以下となっていることがより
好ましい。また、絶縁層１４の厚さの下限は、膜厚が薄くなるとともにボトム線幅を膜厚
とほぼ同程度に補足する必要があることから、露光機および材料の解像度限界により決定
される。絶縁層１４の厚さの下限は、半導体ステッパーを用いる場合には、１μｍ以上と
なっていることが好ましく、フラットパネル用のステッパーおよびスキャナーを用いる場
合には、２μｍ以上となっていることが好ましい。従って、絶縁層１４の厚さは、１μｍ
以上１０μｍ以下となっていることが好ましく、２μｍ以上７μｍ以下となっていること
がより好ましい。
【００３０】
　絶縁層１４は、各副画素１２を区画する複数の列規制部１４Ｃおよび複数の行規制部１
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４Ｄを有している。列規制部１４Ｃが、本開示の「第１壁部」の一具体例に相当する。行
規制部１４Ｄが、本開示の「第２壁部」の一具体例に相当する。
【００３１】
　各列規制部１４Ｃは所定の方向（列方向）に延在しており、各行規制部１４Ｄは列規制
部１４Ｃと直交する方向（行方向）に延在している。複数の列規制部１４Ｃは、列方向に
延在するとともに、行方向に所定の間隙を介して並列配置されている。複数の行規制部１
４Ｄは、行方向に延在するとともに、列方向に所定の間隙を介して並列配置されている。
複数の列規制部１４Ｃおよび複数の行規制部１４Ｄは、互いに交差（例えば直交）してお
り、格子状のレイアウトとなっている。各副画素１２や各非発光画素１５は、互いに隣接
する２つの列規制部１４Ｃと、互いに隣接する２つの行規制部１４Ｄとによって囲まれて
いる。従って、互いに隣接する２つの列規制部１４Ｃと、互いに隣接する２つの行規制部
１４Ｄとによって、各副画素１２や各非発光画素１５が区画されている。
【００３２】
　絶縁層１４は、互いに隣接する２つの列規制部１４Ｃと、互いに隣接する２つの行規制
部１４Ｄとによって囲まれた領域内に、開口部１４Ａを有している。各副画素１２におい
て、開口部１４Ａの底面には、後述の陽極２１の表面が露出している。そのため、開口部
１４Ａの底面に露出した陽極２１から供給される正孔と、後述の陰極２７から供給される
電子とが、後述の発光層２４で再結合することにより、発光層２４で発光が生じる。従っ
て、発光層２４のうち、底面に陽極２１が露出している開口部１４Ａと対向する領域が、
発光領域２４Ａとなる。
【００３３】
一方、各非発光画素１５において、開口部１４Ａの底面には、陽極２１は設けられておら
ず、例えば、基板１６の表面が露出している。各非発光画素１５において、開口部１４Ａ
と対向する箇所は、可視光透過性を有している。従って、各非発光画素１５において、開
口部１４Ａと対向する箇所は、可視光透過性を有する光透過領域２４Ｂとなる。各非発光
画素１５において、光透過領域２４Ｂは、例えば、互いに隣接する２つの発光領域２４Ａ
に挟まれた領域に設けられている。具体的には、有機電界発光パネル１０において、光透
過領域２４Ｂは、発光領域２４Ａに対して、複数の画素１１の第１の配列方向（行方向）
の位置や、複数の画素１１の第２の配列方向（列方向）の位置に設けられている。
【００３４】
　行規制部１４Ｄの高さ（基板１６からの高さ）は、例えば、図４、図５に示したように
、列規制部１４Ｃの高さ（基板１６からの高さ）よりも低くなっている。行規制部１４Ｄ
の高さ（基板１６からの高さ）は、例えば、有機電界発光素子１２－２における陽極２１
および陰極２７の距離の半分以下の高さとなっている。このとき、列方向に並ぶ複数の副
画素１２は、これらの副画素１２の左右の２つの列規制部１４Ｃによって形成された帯状
の溝部１７の中に配置されており、例えば、後述の発光層２４を互いに共有している。さ
らに、列方向に並ぶ副画素１２および非発光画素１５は、これらの副画素１２および非発
光画素１５の左右の２つの列規制部１４Ｃによって形成された帯状の溝部１７の中に配置
されており、例えば、後述の発光層２４を互いに共有している。つまり、発光層２４は、
行規制部１４Ｄをまたいで、互いに隣り合う２つの副画素１２の一方から他方に渡って設
けられるとともに、行規制部１４Ｄをまたいで、互いに隣り合う副画素１２および非発光
画素１５の一方から他方に渡って設けられている。言い換えると、発光層２４は、行規制
部１４Ｄをまたいで、互いに隣り合う２つの副画素１２において互いに共有しており、さ
らに、行規制部１４Ｄをまたいで、互いに隣り合う副画素１２および非発光画素１５にお
いて互いに共有している。なお、図３では、発光層２４が設けられている非発光画素１５
に対しては、１５Ａの符号が付与されており、発光層２４が設けられていない非発光画素
１５に対しては、１５Ｂの符号が付与されている。
【００３５】
　各開口部１４Ａの行方向の断面は、例えば、図４に示したように、上方に拡幅した台形
形状となっている。また、各開口部１４Ａの列方向の断面は、例えば、図５に示したよう
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に、上方に拡幅した台形形状となっている。つまり、各開口部１４Ａの側面は、後述の発
光層２４から発せられた光を立ち上げるリフレクタ構造となっている。後述の保護層２８
Ａの屈折率をｎ1、絶縁層１４の屈折率をｎ2とすると、ｎ1、ｎ2は、以下の式（１），（
２）を満たす。ｎ2は、１．４以上、１．６以下となっていることが好ましい。これによ
り、後述の発光層２４から発せられた光の、外部への取り出し効率が向上する。
　１．１≦ｎ1≦１．８…（１）
　｜ｎ1－ｎ2｜≧０．２０…（２）
【００３６】
　また、さらに、各開口部１４Ａの深さＤ（つまり、絶縁層１４の厚さ）、絶縁層１４の
上面側の開口幅Ｗｈ、絶縁層１４の上面側の開口幅ＷＬは、以下の式（３），（４）を満
たすことが好ましい。
　０．５≦ＷＬ／Ｗｈ≦０．８…（３）
　０．５≦Ｄ／ＷＬ≦２．０…（４）
【００３７】
　係る形状、屈折率条件とすることにより、絶縁層１４の開口１４Ａによるリフレクタ構
造により、発光層２４からの光取り出し効率を向上させることができる。その結果、発明
者らの検討によると、リフレクタ構造が無い場合に対し副画素１２あたりの輝度を１．２
～１．５倍に増加させることができる。
【００３８】
　絶縁層１４は、例えば、絶縁性の有機材料によって形成されている。絶縁性の有機材料
としては、例えば、アクリル系樹脂、ポリイミド系樹脂、ノボラック型フェノール樹脂な
どが挙げられる。絶縁層１４は、例えば、耐熱性、溶媒に対する耐性を持つ絶縁性樹脂に
よって形成されていることが好ましい。列規制部１４Ｃおよび行規制部１４Ｄは、例えば
、絶縁性樹脂をフォトリソグラフィおよび現像によって所望のパターンに加工することに
よって形成される。列規制部１４Ｃの断面形状は、例えば、図４に示したような順テーパ
型でとなっている。行規制部１４Ｄの断面形状は、例えば、図５に示したような順テーパ
型でとなっている。
【００３９】
　有機電界発光パネル１０は、例えば、絶縁層１４上に、複数の列バンク１３を有してい
る。各列バンク１３は、列方向に延在しており、列規制部１４Ｃの上面に接して配置され
ている。各列バンク１３は、撥液性を有している。従って、各列バンク１３は、基板１６
上に有機電界発光素子１２－２を作る際に、インクが別色の副画素１２内に流れ込むのを
防止する。
【００４０】
　各有機電界発光素子１２－２は、例えば、基板１６上に、陽極２１、正孔注入層２２、
正孔輸送層２３、発光層２４（有機発光層）、電子輸送層２５、電子注入層２６および陰
極２７をこの順に備えたものである。
【００４１】
　有機電界発光素子１２－２は、例えば、発光層２４と、発光層２４を挟み込むように配
置された、陽極２１および陰極２７を備えている。有機電界発光素子１２－２は、例えば
、さらに、陽極２１と、発光層２４との間に、正孔注入層２２および正孔輸送層２３を陽
極２１側からこの順に備えている。なお、正孔注入層２２および正孔輸送層２３のうち少
なくとも一方が省略されていてもよい。有機電界発光素子１２－２は、例えば、さらに、
発光層２４と、陰極２７との間に、電子輸送層２５および電子注入層２６を発光層２４側
からこの順に備えている。なお、電子輸送層２５および電子注入層２６のうち少なくとも
一方が省略されていてもよい。有機電界発光素子１２－２は、例えば、陽極２１、正孔注
入層２２、正孔輸送層２３、発光層２４、電子輸送層２５、電子注入層２６および陰極２
７を基板２１側からこの順に含んで構成された素子構造となっている。有機電界発光素子
１２－２において、さらに他の機能層が含まれていてもよい。
【００４２】
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　正孔注入層２２は、正孔注入効率を高めるための層である。正孔輸送層２３は、陽極２
１から注入された正孔を有機発光層２４へ輸送するための層である。発光層２４は、電子
と正孔との再結合により、所定の色の光を発する層である。電子輸送層２５は、陰極２７
から注入された電子を有機発光層２４へ輸送するための層である。電子注入層２６は、電
子注入効率を高めるための層である。正孔注入層２２および電子注入層２６のうち少なく
とも一方が省略されていてもよい。各有機電界発光素子１２－２は、上述以外の層をさら
に有していてもよい。
【００４３】
　陽極２１は、例えば、基板１６の上に形成されている。陽極２１は、例えば、アルミニ
ウム（Ａｌ）、銀（Ａｇ）、アルミニウムもしくは銀の合金等、または、反射性を有する
反射電極である。陽極２１は、反射電極と透明電極とが積層されたものであってもよい。
透明電極の材料としては、例えば、ＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）又はＩ
ＺＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｚｉｎｃ　Ｏｘｉｄｅ）等の透明導電性材料が挙げられる。陽極２
１の端縁は、例えば、絶縁層１４内に埋め込まれている。陽極２１の端縁が絶縁層１４内
に埋め込まれている場合には、各開口１４Ａの大きさ（具体的には、各開口１４Ａの底面
の大きさ）を変えることにより、副画素１２のサイズ（面積）や、発光領域２４Ａのサイ
ズ（面積）を調整することが可能となる。
【００４４】
　陰極２７は、例えば、ＩＴＯ膜もしくはＩＺＯ膜等の透明電極である。本実施の形態に
おいて、陽極２１が反射性を有し、陰極２７が透光性を有している場合には、有機電界発
光素子１２－２は、陰極２７側から光が放出するトップエミッション構造となっている。
また、本実施の形態では、基板１６が可視光透過性を有しているので、観察者は、有機電
界発光パネル１０の背後を視認することが可能となっている。つまり、有機電界発光パネ
ル１０は、可視光透過性のパネルとなっている。
【００４５】
　正孔注入層２２は、陽極２１から発光層２４へ正孔の注入を促進させる機能を有する。
正孔注入層２２は、例えば、銀（Ａｇ）、モリブデン（Ｍｏ）、クロム（Ｃｒ）、バナジ
ウム（Ｖ）、タングステン（Ｗ）、ニッケル（Ｎｉ）、イリジウム（Ｉｒ）などの酸化物
、あるいは、ＰＥＤＯＴ（ポリチオフェンとポリスチレンスルホン酸との混合物）などの
導電性ポリマー材料によって構成されている。正孔注入層２２は、単層で構成されていて
もよいし、複数の層が積層された構造となっていてもよい。
【００４６】
　正孔輸送層２３は、陽極２１から注入された正孔を発光層２４へ輸送する機能を有する
。正孔輸送層２３は、例えば、陽極２１から注入された正孔を発光層２４へ輸送する機能
を有する材料（以下、「正孔輸送性材料２３Ｍ」と称する。）によって構成されている。
正孔輸送層２３は、正孔輸送性材料２３Ｍを主成分として含んで構成されている。
【００４７】
　正孔輸送層２３の原料（材料）である正孔輸送性材料２３Ｍは、例えば、アリールアミ
ン誘導体、トリアゾール誘導体、オキサジアゾール誘導体、イミダゾール誘導体、ポリア
リールアルカン誘導体、ピラゾリン誘導体及びピラゾロン誘導体、フェニレンジアミン誘
導体、アミノ置換カルコン誘導体、オキサゾール誘導体、スチリルアントラセン誘導体、
フルオレノン誘導体、ヒドラゾン誘導体、スチルベン誘導体、ブタジエン化合物、ポリス
チレン誘導体、ヒドラゾン誘導体、トリフェニルメタン誘導体、テトラフェニルベンジン
誘導体等、または、これらの組み合わせからなる材料である。正孔注入層２２と正孔輸送
層２３の各材料のＨＯＭＯ(最高被占軌道，Highest occupied molecular orbital)レベル
の差異は、ホール注入性を考慮すると、０．５ｅＶ以下となっていることが好ましい。
【００４８】
　発光層２４は、陽極２１から注入された正孔と、陰極２７から注入された電子とが、発
光層２４内で再結合することで励起子が生成されて発光する層である。発光層２４は、例
えば、塗布膜である。発光層２４は、正孔と電子との再結合により励起子を生成し発光す
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る有機材料（以下、「有機発光材料２４Ｍ」と称する。）を溶質の主成分とする溶液の塗
布および乾燥により形成されている。発光層２４は、有機発光材料２４Ｍを主成分として
含んで構成されている。副画素１２Ｒに含まれる有機電界発光素子１２ｒでは、有機発光
材料２４Ｍが赤色有機発光材料を含んで構成されている。副画素１２Ｇに含まれる有機電
界発光素子１２ｇでは、有機発光材料２４Ｍが緑色有機発光材料を含んで構成されている
。副画素１２Ｂに含まれる有機電界発光素子１２ｂでは、有機発光材料２４Ｍが青色有機
発光材料を含んで構成されている。
【００４９】
　発光層２４は、例えば、単層の有機発光層、または、積層された複数の有機発光層によ
って構成されている。発光層２４が積層された複数の有機発光層によって構成されている
場合には、発光層２４は、例えば、主成分が互いに共通の複数の有機発光層を積層したも
のである。このとき、複数の有機発光層は、ともに、塗布膜である。複数の有機発光層は
、ともに、有機発光材料２４Ｍを溶質の主成分とする溶液の塗布および乾燥により形成さ
れている。
【００５０】
　発光層２４の原料（材料）である有機発光材料２４Ｍは、例えば、ドーパント材料単独
であってもよいが、より好ましくは、ホスト材料とドーパント材料との組み合わせがよい
。つまり、発光層２４は、有機発光材料２４Ｍとして、ホスト材料およびドーパント材料
を含んで構成されている。ホスト材料は、主に電子又は正孔の電荷輸送の機能を担ってお
り、ドーパント材料は、発光の機能を担っている。ホスト材料およびドーパント材料は１
種類のみに限られるものではなく、２種類以上の組み合わせであってもよい。ドーパント
材料の量は、ホスト材料に対して、０．０１重量％以上３０重量％以下であるとよく、よ
り好ましくは、０．０１重量％以上１０重量％以下である。
【００５１】
　発光層２４のホスト材料としては、例えば、アミン化合物、縮合多環芳香族化合物、ヘ
テロ環化合物が用いられる。アミン化合物としては、例えば、モノアミン誘導体、ジアミ
ン誘導体、トリアミン誘導体、テトラアミン誘導体が用いられる。縮合多環芳香族化合物
としては、例えば、アントラセン誘導体、ナフタレン誘導体、ナフタセン誘導体、フェナ
ントレン誘導体、クリセン誘導体、フルオランテン誘導体、トリフェニレン誘導体、ペン
タセン誘導体、または、ペリレン誘導体等が挙げられる。ヘテロ環化合物としては、例え
ば、カルバゾール誘導体、フラン誘導体、ピリジン誘導体、ピリミジン誘導体、トリアジ
ン誘導体、イミダゾール誘導体、ピラゾール誘導体、トリアゾール誘導体、オキサゾール
誘導体、オキサジアゾール誘導体、ピロール誘導体、インドール誘導体、アザインドール
誘導体、アザカルバゾール、ピラゾリン誘導体、ピラゾロン誘導体、または、フタロシア
ニン誘導体等が挙げられる。
【００５２】
　また、発光層２４のドーパント材料としては、例えば、ピレン誘導体、フルオランテン
誘導体、アリールアセチレン誘導体、フルオレン誘導体、ペリレン誘導体、オキサジアゾ
ール誘導体、アントラセン誘導体、または、クリセン誘導体が用いられる。また、発光層
２４のドーパント材料としては、金属錯体が用いられてもよい。金属錯体としては、例え
ば、イリジウム（Ｉｒ）、白金（Ｐｔ）、オスミウム（Ｏｓ）、金（Ａｕ）、レニウム（
Ｒｅ）、もしくは、ルテニウム（Ｒｕ）等の金属原子と配位子とを有するものが挙げられ
る。
【００５３】
　電子輸送層２５は、陰極２７から注入された電子を発光層２４へ輸送する機能を有する
。電子輸送層２５は、電子輸送性を有する有機材料（以下、「電子輸送性材料２５Ｍ」と
称する。）主成分として含んで構成されている。電子輸送層２５は、例えば、蒸着膜また
はスパッタ膜で構成されている。電子輸送層２５は、発光層２４から陰極２７への電荷（
本実施の形態では正孔）の突き抜けを抑制する電荷ブロック機能や、発光層２４の励起状
態の消光を抑制する機能等を有していることが好ましい。
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【００５４】
　電子輸送層２５の原料（材料）である電子輸送性材料２５Ｍは、例えば、分子内にヘテ
ロ原子を１個以上含有する芳香族ヘテロ環化合物である。芳香族ヘテロ環化合物としては
、例えば、ピリジン環、ピリミジン環、トリアジン環、ベンズイミダゾール環、フェナン
トロリン環、キナゾリン環等を骨格に含む化合物が挙げられる。また、電子輸送層２５は
、電子輸送性を有する金属を含んでもよい。電子輸送層２５は、電子輸送性を有する金属
を含むことで、電子輸送層２５の電子輸送性を向上できる。電子輸送層２５に含まれる金
属としては、例えば、バリウム（Ｂａ）、リチウム（Ｌｉ）、カルシウム（Ｃａ）、カリ
ウム（Ｋ）、セシウム（Ｃｓ）、ナトリウム（Ｎａ）、ルビジウム（Ｒｂ）、イットリビ
ウム（Ｙｂ）等を用いることができる。
【００５５】
　電子注入層２６は、陰極２７から注入された電子を電子輸送層２５、発光層２４へ注入
する機能を有する。電子注入層２６は、例えば、陰極２７から電子輸送層２５、発光層２
４への電子の注入を促進させる機能を有する材料（電子注入性材料）によって構成されて
いる。上記の電子注入性材料は、例えば、電子注入性を有する有機材料に、電子注入性を
有する金属がドープされたものであってもよい。電子注入層２６に含まれるドープ金属は
、例えば、電子輸送層２５に含まれるドープ金属と同じ金属である。電子輸送層２５は、
例えば、蒸着膜またはスパッタ膜で構成されている。
【００５６】
　本実施の形態では、有機電界発光素子１２－２を構成する各層（例えば、正孔注入層２
２、正孔輸送層２３および発光層２４）が、互いに隣接する２つの列規制部１４Ｃによっ
て囲まれた領域（溝部１７）に設けられた各副画素１２によって共有されている。つまり
、有機電界発光素子１２－２を構成する各層（例えば、正孔注入層２２、正孔輸送層２３
および発光層２４）が、例えば、図３～図５に示したように、溝部１７内において、列方
向に延在して形成されており、行規制部１４Ｄをまたいで、各副画素１２や各非発光画素
１５に渡って連続して設けられている。
【００５７】
　また、本実施の形態では、有機電界発光素子１２－２内の一部の層（例えば、正孔注入
層２２、正孔輸送層２３および発光層２４）が、１つの画素１１内の各副画素１２で共有
されておらず、１つの画素１１内の副画素１２ごとに別個に形成されている。つまり、有
機電界発光素子１２－２内の一部の層（例えば、正孔注入層２２、正孔輸送層２３および
発光層２４）は、例えば、図４に示したように、列規制部１４Ｃを避けて形成されている
。また、本実施の形態では、有機電界発光素子１２－２内の一部の層（例えば、電子輸送
層２５および電子注入層２６）が、１つの画素１１内の各副画素１２で共有されている。
つまり、有機電界発光素子１２－２内の一部の層（例えば、電子輸送層２５および電子注
入層２６）は、例えば、図４に示したように、列規制部１４Ｃを乗り越えて形成されてい
る。
【００５８】
　また、本実施の形態では、陰極２７は、有機電界発光パネル１０の表示全体に渡って形
成されている。具体的には、陰極２７は、電子注入層２６、列規制部１４Ｃ、行規制部１
４Ｄおよび列バンク１３の表面全体に渡って連続して形成されている。
【００５９】
　有機電界発光素子１２－２は、さらに、例えば、図４、図５に示したように、有機電界
発光素子１２－２を保護および封止する層（封止層２８）を有している。封止層２８は、
例えば、エポキシ樹脂や、ビニル系樹脂などの樹脂材料によって形成されている。
【００６０】
[効果]
　次に、本実施の形態の有機電界発光パネル１０およびそれを備えた有機電界発光装置１
の効果について説明する。
【００６１】
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　本実施の形態では、第１の配列方向（行方向）において、画素１１単位で１または複数
の副画素１２と１または複数の非発光画素１５とが交互に配置されており、第２の配列方
向（列方向）において、２つの画素１１単位で１または複数の副画素１２と１または複数
の非発光画素１５とが交互に配置されている。つまり、第１の配列方向（行方向）および
第２の配列方向（列方向）の双方において、１または複数の副画素１２と１または複数の
非発光画素１５とが交互に配置されている。これにより、第１の配列方向（行方向）およ
び第２の配列方向（列方向）の双方において、十分な幅の光透過領域２４Ｂを設けること
ができる。その結果、光回折不良の発生を低減することができる。
【００６２】
　また、本実施の形態では、第１の配列方向（行方向）において副画素１２に隣接する非
発光画素１５は、当該非発光画素１５に隣接する副画素１２と発光層２４を共有している
。このとき、互いに隣り合う２つの列規制部１４Ｃに挟まれた領域（溝部１７）において
、互いに隣り合う副画素１２および非発光画素１５同士を区画し、列規制部１４Ｃの高さ
よりも低い複数の行規制部１４Ｄが設けられている。これにより、例えば、図６に示した
ように、インク液２４ｉを滴下するなどの方法で塗布することにより各副画素１２の発光
層２４を形成する場合に、インク液２４ｉを溝部１７全体に行き渡らせることができる。
このように、本実施の形態では、行規制部１４Ｄをまたいで、互いに隣り合う２つの副画
素１２の一方から他方に渡って発光層２４を設けるとともに、行規制部１４Ｄをまたいで
、互いに隣り合う副画素１２および非発光画素１５の一方から他方に渡って設けるように
したので、発光層２４を副画素１２ごとに別個に設けた場合と比べて、副画素１２ごとの
発光層２４の膜厚をより均一化することができる。従って、輝度ムラを低減することがで
きる。
【００６３】
　また、本実施の形態では、基板１６は可視光透過性の基板である。これにより、各副画
素１２の光透過領域２４Ｂを介して、有機電界発光パネル１０の背後に入射した光が有機
電界発光パネル１０の前面に透過する。その結果、観察者は、有機電界発光パネル１０の
背後を、有機電界発光パネル１０を介して視認することができる。
【００６４】
＜２．変形例＞
　次に、上記実施の形態に係る有機電界発光パネル１０の変形例について説明する。
【００６５】
[変形例Ａ]
　図７は、上記実施の形態に係る有機電界発光パネル１０の概略構成の一変形例を表した
ものである。図８は、図７の有機電界発光パネル１０のＡ－Ａ線での断面構成例（つまり
画素１１の行方向の断面構成例）を表したものである。なお、図７におけるＢ－Ｂ線での
断面構成例は、例えば、図５に記載の断面構成となっている。
【００６６】
　上記実施の形態に係る有機電界発光パネル１０において、第１の配列方向（行方向）に
おいて副画素１２（具体的には副画素１２Ｂ）に隣接する非発光画素１５は、当該非発光
画素１５に隣接する副画素１２（具体的には副画素１２Ｂ）と発光層２４を共有していて
もよい。このとき、発光層２４を互いに共有する副画素１２Ｂおよび非発光画素１５の間
には、互いに隣り合う副画素１２Ｂおよび非発光画素１５同士を区画し、列規制部１４Ｃ
の高さよりも低い列行規制部１４Ｅが設けられている。列行規制部１４Ｅは、例えば、行
規制部１４Ｄと同じ高さとなっており、例えば、行規制部１４Ｄと同様の材料によって形
成されている。
【００６７】
　これにより、例えば、図６に示したように、インク液２４ｉ（後述のインク液２４ｒ，
２４ｇ，２４ｂ）を滴下するなどの方法で塗布することにより各副画素１２の発光層２４
を形成する場合に、インク液２４ｉを溝部１７全体に行き渡らせることができる。さらに
、例えば、図９に示したように、インク液２４ｂを滴下するなどの方法で塗布することに
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より各副画素１２Ｂの発光層２４を形成する場合に、溝部１７の幅（開口幅Ｈｒ，Ｈｇ）
よりも２倍程度広い幅（開口幅Ｈｂ）の溝内にインク液２４ｂを滴下すればよくなる。そ
の結果、発光層２４を副画素１２ごとに別個に設けた場合と比べて、副画素１２ごとの発
光層２４の膜厚をより均一化することができる。従って、輝度ムラを低減することができ
る。また、各副画素１２Ｂの形成においては、溝部１７の幅（開口幅Ｈｒ，Ｈｇ）よりも
２倍程度広い幅（開口幅Ｈｂ）の溝内にインク液２４ｂを滴下すればよくなるので、イン
ク液２４ｂの滴下精度を、溝部１７の幅（開口幅Ｈｒ，Ｈｇ）内にインク液２４ｒ，２４
ｇを滴下する場合よりも、下げることができる。
【００６８】
[変形例Ｂ]
　図１０は、上記実施の形態に係る有機電界発光パネル１０の概略構成の一変形例を表し
たものである。図１１は、図１０の有機電界発光パネル１０のＡ－Ａ線での断面構成例（
つまり画素１１の行方向の断面構成例）を表したものである。なお、図１０におけるＢ－
Ｂ線での断面構成例は、例えば、図５に記載の断面構成となっている。
【００６９】
　本変形例に係る有機電界発光パネル１０は、上記変形例Ａに係る有機電界発光パネル１
０において、第１の配列方向（行方向）において互いに隣接する２つの画素１１において
、一方の画素１１に含まれる第１の非発光画素（非発光画素１５）と、他方の画素１１に
含まれる第２の非発光画素（非発光画素１５）とが互いに隣接している。本変形例に係る
有機電界発光パネル１０では、さらに、第１の非発光画素（非発光画素１５）は、当該第
１の非発光画素（非発光画素１５）に隣接する副画素１２（具体的には副画素１２Ｂ）と
発光層２４を共有しており、第２の非発光画素（非発光画素１５）は、当該第２の非発光
画素（非発光画素１５）に隣接する副画素１２（具体的には副画素１２Ｒ）と発光層２４
を共有している。
【００７０】
　これにより、例えば、図６に示したように、インク液２４ｉを滴下するなどの方法で塗
布することにより各副画素１２の発光層２４を形成する場合に、インク液２４ｉを溝部１
７全体に行き渡らせることができる。さらに、例えば、図１２に示したように、インク液
２４ｂを滴下するなどの方法で塗布することにより各副画素１２Ｂの発光層２４を形成す
る場合に、溝部１７の幅（開口幅Ｈｇ）よりも２倍程度広い幅（開口幅Ｈｂ）の溝内にイ
ンク液２４ｂを滴下すればよくなる。その結果、発光層２４を副画素１２Ｂごとに別個に
設けた場合と比べて、副画素１２Ｂごとの発光層２４の膜厚をより均一化することができ
る。また、インク液２４ｒを滴下するなどの方法で塗布することにより各副画素１２Ｒの
発光層２４を形成する場合に、溝部１７の幅（開口幅Ｈｇ）よりも２倍程度広い幅（開口
幅Ｈｒ）の溝内にインク液２４ｒを滴下すればよくなる。その結果、発光層２４を副画素
１２Ｒごとに別個に設けた場合と比べて、副画素１２Ｒごとの発光層２４の膜厚をより均
一化することができる。従って、輝度ムラを低減することができる。
【００７１】
　また、各副画素１２Ｂの形成においては、溝部１７の幅（開口幅Ｈｇ）よりも２倍程度
広い幅（開口幅Ｈｂ）の溝内にインク液２４ｂを滴下すればよくなるので、インク液２４
ｂの滴下精度を、溝部１７の幅（開口幅Ｈｇ）内にインク液２４ｇを滴下する場合よりも
、下げることができる。また、各副画素１２Ｒの形成においては、溝部１７の幅（開口幅
Ｈｇ）よりも２倍程度広い幅（開口幅Ｈｒ）の溝内にインク液２４ｒを滴下すればよくな
るので、インク液２４ｒの滴下精度を、溝部１７の幅（開口幅Ｈｇ）内にインク液２４ｇ
を滴下する場合よりも、下げることができる。
【００７２】
[変形例Ｃ]
　図１３は、図３に記載の有機電界発光パネル１０の概略構成の一変形例を表したもので
ある。図１４は、図７に記載の有機電界発光パネル１０の概略構成の一変形例を表したも
のである。図１５は、図１０に記載の有機電界発光パネル１０の概略構成の一変形例を表
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したものである。
【００７３】
　本変形例では、絶縁層１４の代わりに絶縁層１８が設けられている。絶縁層１８は、複
数の開口部１８Ａがマトリクス状に設けられたピクセルバンクを構成している。各開口部
１８Ａによって囲まれた領域が、副画素１２または非発光画素１５となっている。各副画
素１２において、各有機電界発光素子１２－２が１つずつ配置されている。つまり、各副
画素１２において、各有機電界発光素子１２－２は、開口部１８Ａの中に１つずつ配置さ
れている。一方、各非発光画素１５は、開口部１８Ａの中に、可視光を透過する光透過領
域２４Ｂを含んでいる。
【００７４】
　本変形例では、第１の配列方向（行方向）において、画素１１単位で１または複数の副
画素１２と１または複数の非発光画素１５とが交互に配置されており、第２の配列方向（
列方向）において、２つの画素１１単位で１または複数の副画素１２と１または複数の非
発光画素１５とが交互に配置されている。つまり、第１の配列方向（行方向）および第２
の配列方向（列方向）の双方において、１または複数の副画素１２と１または複数の非発
光画素１５とが交互に配置されている。これにより、第１の配列方向（行方向）および第
２の配列方向（列方向）の双方において、十分な幅の光透過領域２４Ｂを設けることがで
きる。その結果、光回折不良の発生を低減することができる。
【００７５】
　また、図１３に記載の有機電界発光パネル１０では、第１の配列方向（行方向）におい
て副画素１２に隣接する非発光画素１５は、当該非発光画素１５に隣接する副画素１２と
発光層２４を共有している。このとき、互いに隣り合う２つの列規制部１４Ｃに挟まれた
領域（溝部１７）において、互いに隣り合う副画素１２および非発光画素１５同士を区画
し、列規制部１４Ｃの高さよりも低い複数の行規制部１４Ｄが設けられている。これによ
り、例えば、インク液２４ｉを滴下するなどの方法で塗布することにより各副画素１２の
発光層２４を形成する場合に、インク液２４ｉを溝部１７全体に行き渡らせることができ
る。このように、図１３に記載の有機電界発光パネル１０では、行規制部１４Ｄをまたい
で、互いに隣り合う２つの副画素１２の一方から他方に渡って発光層２４を設けるととも
に、行規制部１４Ｄをまたいで、互いに隣り合う副画素１２および非発光画素１５の一方
から他方に渡って設けるようにしたので、発光層２４を副画素１２ごとに別個に設けた場
合と比べて、副画素１２ごとの発光層２４の膜厚をより均一化することができる。従って
、輝度ムラを低減することができる。
【００７６】
　また、図１４に記載の有機電界発光パネル１０では、第１の配列方向（行方向）におい
て副画素１２（具体的には副画素１２Ｂ）に隣接する非発光画素１５は、当該非発光画素
１５に隣接する副画素１２（具体的には副画素１２Ｂ）と発光層２４を共有している。こ
のとき、発光層２４を互いに共有する副画素１２Ｂおよび非発光画素１５の間には、互い
に隣り合う副画素１２Ｂおよび非発光画素１５同士を区画し、列規制部１４Ｃの高さより
も低い列行規制部１４Ｅが設けられている。列行規制部１４Ｅは、例えば、行規制部１４
Ｄと同じ高さとなっており、例えば、行規制部１４Ｄと同様の材料によって形成されてい
る。
【００７７】
　これにより、例えば、インク液２４ｉ（後述のインク液２４ｒ，２４ｇ，２４ｂ）を滴
下するなどの方法で塗布することにより各副画素１２の発光層２４を形成する場合に、イ
ンク液２４ｉを溝部１７全体に行き渡らせることができる。さらに、例えば、インク液２
４ｂを滴下するなどの方法で塗布することにより各副画素１２Ｂの発光層２４を形成する
場合に、溝部１７の幅（開口幅Ｈｒ，Ｈｇ）よりも２倍程度広い幅（開口幅Ｈｂ）の溝内
にインク液２４ｂを滴下すればよくなる。その結果、発光層２４を副画素１２ごとに別個
に設けた場合と比べて、副画素１２ごとの発光層２４の膜厚をより均一化することができ
る。従って、輝度ムラを低減することができる。また、各副画素１２Ｂの形成においては
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、溝部１７の幅（開口幅Ｈｒ，Ｈｇ）よりも２倍程度広い幅（開口幅Ｈｂ）の溝内にイン
ク液２４ｂを滴下すればよくなるので、インク液２４ｂの滴下精度を、溝部１７の幅（開
口幅Ｈｒ，Ｈｇ）内にインク液２４ｒ，２４ｇを滴下する場合よりも、下げることができ
る。
【００７８】
　また、図１５に記載の有機電界発光パネル１０では、第１の配列方向（行方向）におい
て互いに隣接する２つの画素１１において、一方の画素１１に含まれる第１の非発光画素
（非発光画素１５）と、他方の画素１１に含まれる第２の非発光画素（非発光画素１５）
とが互いに隣接している。図１５に記載の有機電界発光パネル１０では、さらに、第１の
非発光画素（非発光画素１５）は、当該第１の非発光画素（非発光画素１５）に隣接する
副画素１２（具体的には副画素１２Ｂ）と発光層２４を共有しており、第２の非発光画素
（非発光画素１５）は、当該第２の非発光画素（非発光画素１５）に隣接する副画素１２
（具体的には副画素１２Ｒ）と発光層２４を共有している。
【００７９】
　これにより、例えば、インク液２４ｉを滴下するなどの方法で塗布することにより各副
画素１２の発光層２４を形成する場合に、インク液２４ｉを溝部１７全体に行き渡らせる
ことができる。さらに、例えば、インク液２４ｂを滴下するなどの方法で塗布することに
より各副画素１２Ｂの発光層２４を形成する場合に、溝部１７の幅（開口幅Ｈｇ）よりも
２倍程度広い幅（開口幅Ｈｂ）の溝内にインク液２４ｂを滴下すればよくなる。その結果
、発光層２４を副画素１２Ｂごとに別個に設けた場合と比べて、副画素１２Ｂごとの発光
層２４の膜厚をより均一化することができる。また、インク液２４ｒを滴下するなどの方
法で塗布することにより各副画素１２Ｒの発光層２４を形成する場合に、溝部１７の幅（
開口幅Ｈｇ）よりも２倍程度広い幅（開口幅Ｈｒ）の溝内にインク液２４ｒを滴下すれば
よくなる。その結果、発光層２４を副画素１２Ｒごとに別個に設けた場合と比べて、副画
素１２Ｒごとの発光層２４の膜厚をより均一化することができる。従って、輝度ムラを低
減することができる。
【００８０】
　また、各副画素１２Ｂの形成においては、溝部１７の幅（開口幅Ｈｇ）よりも２倍程度
広い幅（開口幅Ｈｂ）の溝内にインク液２４ｂを滴下すればよくなるので、インク液２４
ｂの滴下精度を、溝部１７の幅（開口幅Ｈｇ）内にインク液２４ｇを滴下する場合よりも
、下げることができる。また、各副画素１２Ｒの形成においては、溝部１７の幅（開口幅
Ｈｇ）よりも２倍程度広い幅（開口幅Ｈｒ）の溝内にインク液２４ｒを滴下すればよくな
るので、インク液２４ｒの滴下精度を、溝部１７の幅（開口幅Ｈｇ）内にインク液２４ｇ
を滴下する場合よりも、下げることができる。
【００８１】
　また、本変形例では、基板１６は可視光透過性の基板である。これにより、各副画素１
２の光透過領域２４Ｂを介して、有機電界発光パネル１０の背後に入射した光が有機電界
発光パネル１０の前面に透過する。その結果、観察者は、有機電界発光パネル１０の背後
を、有機電界発光パネル１０を介して視認することができる。
【００８２】
[変形例Ｄ]
　図１６は、図１３に記載の有機電界発光パネル１０の概略構成の一変形例を表したもの
である。図１７は、図１６に記載の各副画素１２内の平面レイアウトの一例を表したもの
である。本変形例では、各副画素１２において、陽極２１（発光領域２４Ａ）が開口部１
８Ａの一部にだけ形成されており、開口部１８Ａのうち、陽極２１（発光領域２４Ａ）の
未形成領域が光透過領域２４Ｂとなっている。光透過領域２４Ｂは、例えば、開口部１８
Ａのうち、陽極２１（発光領域２４Ａ）の両脇（列方向における両脇）に１つずつ設けら
れている。なお、光透過領域２４Ｂは、開口部１８Ａのうち、陽極２１（発光領域２４Ａ
）の一方の側（列方向における一方の側）に設けられていてもよい。このようにした場合
には、列方向に非発光画素１５を設けなくても、列方向において、十分な幅の光透過領域
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２４Ｂを設けることができる。その結果、光回折不良の発生を低減することができる。
【００８３】
　なお、上記変形例Ｃに係る有機電界発光パネル１０の各副画素１２において、陽極２１
（発光領域２４Ａ）が開口部１８Ａの一部にだけ形成されており、開口部１８Ａのうち、
陽極２１（発光領域２４Ａ）の未形成領域が光透過領域２４Ｂとなっていてもよい。この
ようにした場合であっても、列方向において、十分な幅の光透過領域２４Ｂを設けること
ができる。その結果、光回折不良の発生を低減することができる。
【００８４】
[変形例Ｅ]
　図１８は、上記実施の形態に係る有機電界発光パネル１０の概略構成の一変形例を表し
たものである。本変形例では、非発光画素１５Ｂのサイズ（開口１４Ａのサイズ）が、副
画素１２のサイズよりも大きくなっており、例えば、画素１１と略等しくなっている。こ
のようにした場合には、行方向において、十分な幅の光透過領域２４Ｂを設けることがで
きる。その結果、光回折不良の発生を低減することができる。
【００８５】
[変形例Ｆ]
　図１９は、上記変形例Ｃに係る有機電界発光パネル１０の概略構成の一変形例を表した
ものである。本変形例では、上記変形例Ｃに係る有機電界発光パネル１０において、非発
光画素１５Ｂの形成されている箇所が、全て光透過領域２４Ｂとなっている。つまり、本
変形例では、各画素１１が光透過領域２４Ｂで囲まれている。このようにした場合には、
行方向および列方向の双方において、十分な幅の光透過領域２４Ｂを設けることができる
。その結果、光回折不良の発生を低減することができる。
【００８６】
＜３．適用例＞
[適用例その１]
　以下では、上記実施の形態およびその変形例に係る有機電界発光装置１の適用例につい
て説明する。上記実施の形態およびその変形例に係る有機電界発光装置１は、テレビジョ
ン装置、デジタルカメラ、ノート型パーソナルコンピュータ、シート状のパーソナルコン
ピュータ、携帯電話等の携帯端末装置あるいはビデオカメラなど、外部から入力された映
像信号あるいは内部で生成した映像信号を、画像あるいは映像として表示するあらゆる分
野の電子機器の表示装置に適用することが可能である。
【００８７】
　図１７は、本適用例に係る電子機器２の外観を斜視的に表したものである。電子機器３
は、例えば、筐体３１０の主面に表示面３２０を備えたシート状のパーソナルコンピュー
タである。電子機器２は、電子機器２の表示面３２０に、上記実施の形態およびその変形
例に係る有機電界発光装置１を備えている。上記実施の形態およびその変形例に係る有機
電界発光装置１は、有機電界表示パネル１０が外側を向くように配置されている。本適用
例では、上記実施の形態およびその変形例に係る有機電界発光装置１が表示面３２０に設
けられているので、表示品質の高い電子機器２を実現することができる。
【００８８】
[適用例その２]
　以下では、上記実施の形態およびその変形例に係る有機電界発光素子１２－２の適用例
について説明する。上記実施の形態およびその変形例に係る有機電界発光素子１２－２は
、卓上用もしくは床置き用の照明装置、または、室内用の照明装置など、あらゆる分野の
照明装置の光源に適用することが可能である。
【００８９】
　図１８は、上記実施の形態およびその変形例に係る有機電界発光装置１が適用される室
内用の照明装置の外観を表したものである。この照明装置は、例えば、上記実施の形態お
よびその変形例に係る有機電界発光装置１を含んで構成された照明部４１０を有している
。照明部４１０は、建造物の天井４２０に適宜の個数および間隔で配置されている。なお
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、照明部４１０は、用途に応じて、天井４２０に限らず、壁４３０または床（図示せず）
など任意の場所に設置することが可能である。
【００９０】
　これらの照明装置では、上記実施の形態およびその変形例に係る有機電界発光装置１か
らの光により、照明が行われる。これにより、照明品質の高い照明装置を実現することが
できる。
【００９１】
　以上、実施の形態を挙げて本開示を説明したが、本開示は実施の形態に限定されるもの
ではなく、種々変形が可能である。なお、本明細書中に記載された効果は、あくまで例示
である。本開示の効果は、本明細書中に記載された効果に限定されるものではない。本開
示が、本明細書中に記載された効果以外の効果を持っていてもよい。
【００９２】
　また、例えば、本開示は以下のような構成を取ることができる。
（１）
　基板上にマトリクス状に配置された複数のカラー画素を備え、
　各前記カラー画素は、発光色の互いに異なる複数の副画素と、可視光透過領域を含む複
数の非発光画素とを含み、
　複数の前記カラー画素の第１の配列方向において、前記カラー画素単位で１または複数
の前記副画素と１または複数の前記非発光画素とが交互に配置され、
　複数の前記カラー画素の第２の配列方向において、２つの前記カラー画素単位で１また
は複数の前記副画素と１または複数の前記非発光画素とが交互に配置されている
　有機電界発光パネル。
（２）
　各前記副画素は、有機発光層を有し、
　前記第１の配列方向において前記副画素に隣接する前記非発光画素は、当該非発光画素
に隣接する前記副画素と前記有機発光層を共有している
　（１）に記載の有機電界発光パネル。
（３）
　前記第１の配列方向において互いに隣接する２つの前記カラー画素において、一方の前
記カラー画素に含まれる第１の非発光画素と、他方の前記カラー画素に含まれる第２の非
発光画素とが互いに隣接している
　（２）に記載の有機電界発光パネル。
（４）
　前記第１の非発光画素は、当該第１の非発光画素に隣接する前記副画素と前記有機発光
層を共有しており、
　前記第２の非発光画素は、当該第２の非発光画素に隣接する前記副画素と前記有機発光
層を共有している
　（３）に記載の有機電界発光パネル。
（５）
　各前記副画素は、有機発光層を有し、
　前記第２の配列方向において前記副画素に隣接する前記非発光画素は、当該非発光画素
に隣接する前記副画素と前記有機発光層を共有している
　（１）に記載の有機電界発光パネル。
（６）
　前記第２の配列方向において前記副画素に隣接する前記非発光画素は、当該非発光画素
に隣接する前記副画素と前記有機発光層を共有している
　（２）から（４）のいずれか１つに記載の有機電界発光パネル。
（７）
　前記有機発光層は、塗布膜によって構成されている
　（２）から（６）のいずれか１つに記載の有機電界発光パネル。
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　複数の前記副画素を、前記第１の配列方向において区画する複数の第１壁部を更に備え
た
　（２）から（７）のいずれか１つに記載の有機電界発光パネル。
（９）
　互いに隣り合う２つの前記第１壁部に挟まれた領域において、互いに隣り合う２つの前
記副画素同士を区画し、前記第１壁部の高さよりも低い第２壁部を更に備え、
　前記有機発光層は、前記第２壁部をまたいで、互いに隣り合う２つの前記副画素の一方
から他方に渡って設けられるとともに、前記第２壁部をまたいで、互いに隣り合う前記副
画素および前記非発光画素の一方から他方に渡って設けられている
　（８）に記載の有機電界発光パネル。
（１０）
　前記基板は、可視光透過性の基板である
　（１）から（９）のいずれか一項に記載の有機電界発光パネル。
（１１）
　有機電界発光パネルと、前記有機電界発光パネルを駆動する駆動回路とを備え、
　前記有機電界発光パネルは、基板上にマトリクス状に配置された複数のカラー画素を有
し、
　各前記カラー画素は、発光色の互いに異なる複数の副画素と、可視光透過領域を含む複
数の非発光画素とを含み、
　複数の前記カラー画素の第１の配列方向において、前記カラー画素単位で１または複数
の前記副画素と１または複数の前記非発光画素とが交互に配置され、
　複数の前記カラー画素の第２の配列方向において、２つの前記カラー画素単位で１また
は複数の前記副画素と１または複数の前記非発光画素とが交互に配置されている
　電子機器。
【符号の説明】
【００９３】
　１…有機電界発光装置、２…電子機器、１０…有機電界発光パネル、１１…画素、１２
，１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂ…副画素、１２－１…画素回路、１２－２，１２ｒ，１２ｇ，
１２ｂ…有機電界発光素子、１３…列バンク、１４…絶縁層、１４Ａ…開口、１４Ｃ…列
規制部、１４Ｄ…行規制部、１５…非発光画素、１６…基板、１８…絶縁層、１８Ａ…開
口部、２０…コントローラ、２１…陽極、２２…正孔注入層、２３…正孔輸送層、２４…
発光層、２４Ａ…発光領域、２４Ｂ…光透過領域、２４ｒ，２４ｇ，２４ｂ…インク液、
２５…電子輸送層、２６…電子注入層、２７…陰極、２８…封止層、３０…ドライバ、３
１…水平セレクタ、３２…ライトスキャナ、３１０…筐体、３２０…表示面、４１０…照
明部、４２０…天井、４３０…壁、Ｔｒ１…駆動トランジスタ、Ｔｒ２…選択トランジス
タ、Ｃｓ…保持容量、ＤＳＬ…電源線、ＤＴＬ…信号線、Ｈｒ，Ｈｇ，Ｈｂ…開口幅、Ｖ
ｇｓ…ゲート－ソース間電圧、Ｖｓｉｇ…信号電圧、ＷＳＬ…選択線。
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提供一种能够减少光学衍射缺陷的发生的有机电致发光面板和包括该有
机电致发光面板的电子设备。解决方案：根据本公开的实施方式的有机
电致发光面板包括以矩阵形式布置在基板上的多个彩色像素。 。 每个彩
色像素包括具有不同发射颜色的多个子像素和每个均包括可见光透射区
域的多个非发光像素。 在多个彩色像素的第一排列方向上，一个或多个
子像素和一个或多个非发光像素以彩色像素为单位交替排列。 在多个彩
色像素的第二排列方向上，一个或多个子像素和一个或多个非发光像素
以两个彩色像素为单位交替排列。图11

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/a8e9bced-4626-4fc5-a95d-7d086f6b0720
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/068341728/publication/JP2019186024A?q=JP2019186024A

